








〔まとめ〕この発達評価表は医師以外、たとえば、乳児健診にタッチする保健婦などでも

容易にチェックできる。このチェック表の情報を(問題のありそうなケースだけでも)、乳

児健診に従事する医師に伝達されたら、M.R.児を見逃すケースは少なくなって行くであろ

う。 

未熟児でも(今回は 1000g 以下の超未熟児については結論を出せなかった)。乳児健診や診

察場面で、出生予定日(分娩予定日)を頭に入れる習慣を身につけたら、あやまちをおかし

たり、あいまいな評価(発達の)を避けられるだろう。 

筆者は再度、この発達評価表を正常発達群に使用し、その通過率を確認したいと思ってい

る。そこのところが明確になれば、この発達評価表はますます有用なものとなろう。 

H 検定は、久留米大学情報処理室の栗谷典量氏の協力を得ました。深く感謝申し上げます。 


